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高等学校〈工業〉における評価基準と評価方法について
－栃木県高等学校教育研究会・工業部会の研究事例から－

栃木県立宇都宮工業高等学校長　岡田義治
（栃木県高等学校教育研究会　工業部会長）

はじめに

平成１０年７月の教育課程審議会答申，翌年

３月の高等学校学習指導要領の告示，さらに

同１２年１２月の教育課程審議会答申「児童生徒

の学習と教育課程の実施状況の評価の在り方

について」では，「目標に準拠した評価であ

る現行の評価方法を一層発展させていくこと

が重要である」ことが示された。

一方「国においては，国立教育政策研究所

において，早急に評価規準，評価方法等の研

究開発を進める必要がある」という提言が行

われた。このような状況をふまえ，本県工業

部会の調査研究委員会は，平成１４年１１月から

平成１５年５月までの期間「高等学校（工業）に

おける評価規準，評価方法等について」（対

象科目「情報技術基礎」）の研究を行い，そ

の報告書をまとめた。

本稿は，その調査・研究結果報告書を要約

したものであるが，同種の多くの研究結果と

異なり，評価法の具体例を提言したもので，

現場の教員に活用していただくこと（現実的

にできる評価方法）を主眼としている。

調査項目は，aこれからの評価の基本的な

考え方，bこれからの評定の仕方，c観点別

学習状況の評価の一般的手順，d教科「工業」

の目標，評価の観点と趣旨，e科目「情報技

術基礎」の目標，評価の観点と趣旨，f科目

?. 調査・研究報告書の概要

「情報技術基礎」の内容のまとまりごとの評

価規準及び評価規準の例，g学習活動におけ

る評価及び評価の総括の７項目であるが，以

上の内容の中，a～dについては，評価に関

する多くの他の研究がふれていることから，

主にgについて具体的内容を要約して提示す

る。

１. 学習活動における評価と評価資料の収集

学習活動における評価の方法には，各授業

時間ごとに具体的な評価規準を設定し，その

評価規準で評価する方法や，単元などの内容

のまとまりごとに観点別の評価規準を設定し

て評価する方法などがある。

実際の評価は，評価をどの場面で行うか

（評価場面），どのような方法で行うか（評価

方法）などをあらかじめ具体的に設定してお

くことが重要である。また，評価した結果は，

後で行う評価の総括や指導の改善のために，

各種の〈記録用補助簿〉を活用して整理して

おく必要がある。

評価場面については，各観点の学習状況が

顕著に現れる場面を主な評価場面として設定

し，関連する他の場面でも多面的に評価でき

るようにし，評価方法については，生徒の具体

的な学習状況が的確に評価できるよう，多様

な方法で評価するなどの工夫が必要である。

２. 評価の総括と評定

@. 学習活動における評価及び評価の総括



評価を総括する場面としては，内容のまと

まりごとにおける総括，学期末の総括，学年

末における総括などが考えられる。各場面に

おける総括の方法としては，平成１４年２月に

国立教育政策研究所教育課程研究センターが

示した「評価規準の作成，評価方法の工夫改

善のための参考資料（小・中学校）」を参考

にすると，評価した結果，数の多い記号をそ

の観点の総括した評価とする方法（記号によ

る方法）や評価結果の状況を数値によって表

し，その平均値から総括した評価を求める方

法（数値による方法）がある。

記号による方法では，評価結果が「Ａ，Ａ，

Ａ，Ｂ」ならば，Ａの数が最も多いことから

観点の評価は，Ａと総括される。ただし，評

価結果が「Ａ，Ａ，Ｂ，Ｂ」のようにＡ，Ｂ

が同数であったり，「Ａ，Ａ，Ｂ，Ｃ」のよ

うにＡの数が多いときのＣの取り扱いなど，

最も数の多い記号による方法では総括しにく

い場合がある。そのような場合には，あらか

じめ取り扱いについて検討し，共通の規準で

総括することが大切である。

数値による方法は，評価Ａを３，Ｂを２，

Ｃを１など，記号を数値に換算して行う方法

である。例えば，評価結果が「Ａ，Ａ，Ｃ，

Ｂ」ならば，記号を点数化した合計９を評価

項目数４で除し，平均点２.２５を求める。その

平均点と総括した評価の関係を表した区分表

に当てはめ，評価の総括を行う。なお，この

関係の区切り方については，事前に十分に検

討することが大切である。

総括した評価の客観性・信頼性を高めるた

めに，各評価規準に重み付けをする方法があ

る。それは，各内容のまとまりや各項目の授

業時数の割合などによって，評価規準に重み

を付ける考え方である。例えば，評価結果が

「Ａ，Ａ，Ｂ，Ｂ」の時，Ａの二つの項目に

重みを置く場合，記号による方法では，Ａが

過半数を占めている状況と判断して，観点の

評価を「Ａ」と総括する。

また，数値による方法では，Ａの二つの項

目に重み付けの値（例２.０）を掛けて，平均

点（例２.６７※）を求め，次ページに示す区分

表〈表２〉に当てはめて，その観点の評価を

Ａと総括する。

１４

評定については，各教科・科目の評定を５

段階で表すことになっている。したがって，

観点別学習状況の評価結果から評定を導き出

す場合には，評価ＡとＣの部分をそれぞれに

最上位と最下位の二つに分けて５段階にした

り，「（３）学年末における評価の総括及び評

定」の項で示す表５や表６などを活用して行

われる。

以上のように，評価の総括や評定の仕方に

ついては，校内や教科内で統一した具体的方

法を決定しておくことが必要である。

以下に，各場面における評価の総括と評定

の仕方の例を示す。

（１）内容のまとまりごとの評価の総括

各評価規準の例の評価結果を各観点ごとに

総括する。なお，内容のまとまりごとの総括

した評価は，学年末における評価の総括や指

導の改善のための基礎資料とする。

評価規準の例の評価結果が表１のようにな

った場合，各観点の評価は，次のように総括

される。（ ）内の数は，授業時数。

ア　記号による方法

最も数の多い記号で総括すると，「関心・

意欲・態度」の場合はＣの評価が最も数が多

いので，Ｃとなる。しかし，ＡとＢの項目の

授業時数を加えた値は，Ｃより多い。そこで，

総括した評価はＢも考えられる。

同様に他の観点の評価を総括すると，表

※３×２＋３×２＋２＋２＝２.６７
２＋２＋１＋１

（ただし，式中の分母は重みの合計である）



（２）学期末における評価の総括

学期内における評価を各観点ご

とに集計し，内容のまとまりごと

の総括と同様な手順で総括する方

の総括した評価は，Ｂ，Ｂ，Ｂ，

Ｂとなる。なお，授業時数による

重み付けなどを考慮すると，総括

した評価も変わってくる。

１５

１‐２のようになる。

イ　数値による方法

表１で，Ａを３，Ｂを２，Ｃを１として点

数化し合計すると，「関心・意欲・態度」は

１３になる。その合計を７個の評価項目数で除

すと，評価結果の平均点は１.８６となる。以下

同様に，「思考・判断」も１.８６，「技能・表現」

は２.２９，「知識・理解」は２.３８となる。

この平均点を表２に当てはめると，観点別

法と総括した評価をさらに総括する方法があ

る。なお，高等学校では中間や期末など定期

試験の成績を含めて評価の総括を行うことが

多いことから，事前に試験の成績の取扱いを

決めておく。

学期内における評価結果が表１及び表３の

ような場合，評価を各観点ごとに集計すると，

学期末の評価の総括は次のようになる。

なお，表１及び表３は，学期内における実

際の指導計画を想定して設定してある。

ア　記号による方法

表１と表３を合わせると，「関心・意欲・

態度」は，ＡとＢの数が各４個，Ｃが３個で，

最も数の多い記号で総括すると評価はＡまた

はＢとなる。しかし，Ｃの数が３個と多いの

で，Ｂとなる場合が多い。同様にして「思



考・判断」はＢ，「技能・表現」もＢ，「知

識・理解」はＡまたはＢとなる。

イ　数値による方法

Ａを３，Ｂを２，Ｃを１として点数化し合

計すると，「関心・意欲・態度」は２３となる。

その合計を１１個の評価項目数で除すと，評価

結果の平均点は２.０９となる。以下同様に，「思

考・判断」は１.９２，「技能・表現」は２.４６，「知

識・理解」は２.５６となる。

この平均点を表２に当てはめると，総括し

た評価は，Ｂ，Ｂ，Ｂ，Ａとなる。

（３）学年末における評価の総括及び評定

学年末における評価の総括は，内容のまと

まりごとの総括した評価をさらに総括して行

う。また評定は，学年末の総括した評価を基

に導き出す。記号による評価は，表４の観点

別の総括した評価と評定の関係を示す対応表

などを活用して行い，数値による方法は，前

項の（１）や（２）の評価の総括と同様な方

法で点数化し，その平均値から表５のような

区分表を活用して行う。

各内容のまとまりごとの観点別の総括した

評価が表６のようになった場合，学年末の評

価の総括と評定は，次のようになる。

ア　記号による方法

表６で，「関心・意欲・態度」は，Ａの数

が最も多いので評価はＡとなる。しかし，Ｃ

が一つ含まれるのでＢも考えられる。同様に，

「思考・判断」はＢ，技能・表現はＢ，「知

識・理解」はＡとなる。

また，評定は表４に当てはめると「４」ま

たは「３」となる。

１６

イ　数値による方法

各内容のまとまりごとの総括した評価を点

数化し，その平均点を求めると，「関心・意

欲・態度」は２.４０，「思考・判断」は２.２０，「技

能・表現」は２.４０，「知識・理解」は２.６０とな

る。これらの平均点を表２に当てはめると総

括した評価は，「Ｂ，Ｂ，Ｂ，Ａ」となる。し

たがって，評定は，上記の結果と表５から

「３」となる（平均点２.２５）。

おわりに

当時，評価に関する他の調査・研究等で余

りふれられなかった部分を中心に抄述したた

め，中核となる，例えば「評価表」や「評価

用補助簿」等は割愛させていただいた。本校

にお問合せいただければ幸甚に存じます。




